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発　行／天　津　小　湊　町　役　場　�0470（94）0511

人　口7,462人（前月比－10）
〈男3,625人　女3,837人〉

世帯数2,731戸 （前月比－4）
出生数2人 （男1・女1）
死亡数12人 （男5・女7）

1月1日の人口動態

広　報

2月11日
新・鴨川市誕生

2005年 2月号　 最集号最集号  NO.491 2005年 2月号　 最終号  NO.491 
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50
年
の
歴
史
が
今
幕
を
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
―
―
―
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平成１６年１２月２５日。

師走の曇り空のもと行われた「天津小湊町制施行５０周年記念式」、並びに「閉町式」。町誕生５０周年を祝うととともに、

輝かしい５０年の歴史の幕を下ろす儀式です。

町制施行５０周年記念式では、町に功労された表彰者の表彰状、感謝状の贈呈があり、その後受賞者の稲村庫男様より代表

あいさつをしていただきました。

記念式の閉式後、「閉町式」が始まりました。町長と町議会議長により、壇上に掲げられた町旗が降ろされると、町長が黒く

重い漆の箱に、ゆっくりと町旗を納めます。その様子を来賓、招待者の皆さん、表彰者の皆さんが静かに見守り、天津小湊の

長い歴史が、封印されました。

フィナーレは京和会の皆さんによる日本舞踊、ひまわりキッズ＆フルールによるミュージカル。美しい舞踊と明るく元気な

踊りであまつこみなとの未来を祝福しました。

昭和30年2月11日に旧天津町と旧小湊町の2町が合併し、「天津小湊町」誕生以来、50
年の月日が流れました。
そしてこの大きな節目の時期となる平成17年2月11日から、さらなる出発が始まります。
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天
津
小
湊
町
制
施
行
50
周
年
記
念
式
で
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

辰 馬 和 郎
荻 野 泰 政
西 川 治 平
稲 葉 光 雄
吉 田 信 幸
田 中 春 吉
藤 平 良 三
久 野 國 松
稲 村 庫 男
橋 猛

森 喜 吉
松 本 良 幸
長谷川 秀雄
西 宮 米 造
松 本 鶴 松

西 川 和 広
大和田 智
馬 淵 保 利
工 藤 重 也
影 山 幸 夫
森 誠 治
渡 邉 榮 次
辰 野 三 郎
齋 藤 美 信
末 吉 一 夫
柏 倉 弘 昌
斎 藤 俊 夫
寺 崎 嘉 彦
梶 惠 子
川 上 し ん

瀧口 榮
小 宮 瑞 洋
寺　美佐代
鈴 木 晃
齋 藤 博
岡 正

渡 邉 武 雄
中 川 朗
齋 藤 照 枝
池 谷 福 松
齋 藤 方 子
巽 孝 子
石井 留美子
石 渡 智 章
池 田 一 郎

庄 司 房 彦
永 島 敏 男
齋 藤 イ シ
影 山 通 男
藤 平 政 雄
佐 瀬 忠 雄
鈴木 善一郎
松本 忠三郎
池 谷 武
北浦 喜三郎
吉 野 清 行
栖 原 芳 郎
冨 川 茂 之
行方 敬
行 方 千 秋

田 仲 啓 治
糟 谷 照 雄
平 野 智 靖
松 本 弥 一
西 島 義 雄
唐 鎌 忠 雄
大 藤 康 夫
関 谷 芳 子
影山 喜代江
渡邉 とし子
渡 辺 恭 男
唐 鎌 博
森吉 美知子
渡邉 謙一郎
持 田 惠 子

平 野 茂 幸
宮 崎 定 雄

○自治功労表彰

○消防功労表彰

○教育功労表彰
渡 邉 信 夫
齋 藤 彬
田 仲 隆
吉 岡 幹 雄

○感謝状
〈寄付〉

末 吉 一 夫
森 久 子
片 桐 延 子
関 八重子
加 藤 操
西 川 くに
原 正 良
楠 利 夫
吉 田 守
市 川 昌 伯

〈納税協力〉

小 菅 英 世 　
小 菅 三 恵

〈行政相談委員〉

北 浦 要
〈納税組合長〉

大 藤 正 巳
村田 喜久夫
齋 藤 一 郎
二 階 洋 子
黒 川 徳 治
玉子石 新榮
鎌 田 澄 子
村上 修平
石 渡 勇
山 口 正 義
佐々木 治子
田 中 亮 一

（天津）
（内浦）
（天津）
（内浦）
（小湊）
（天津）
（天津）
（天津）
（天津）
（天津）
（内浦）
（小湊）
（天津）
（天津）
（小湊）

（浜荻）
（小湊）
（小湊）
（天津）
（内浦）
（内浦）
（内浦）
（天津）
（内浦）
（内浦）
（天津）
（浜荻）
（浜荻）
（内浦）
（天津）

（内浦）
（小湊）
（浜荻）
（天津）
（浜荻）
（天津）
（内浦）
（小湊）
（鴨川市）
（天津）
（内浦）
（天津）
（浜荻）
（内浦）
（天津）

（天津）
（鴨川市）
（内浦）
（内浦）
（天津）
（内浦）
（内浦）
（小湊）
（天津）
（浜荻）
（天津）
（浜荻）
（天津）
（清澄）
（清澄）

（清澄）
（鴨川市）
（内浦）
（小湊）
（内浦）
（小湊）
（内浦）
（内浦）
（内浦）
（内浦）
（内浦）
（小湊）
（天津）
（天津）
（浜荻）

（内浦）
（浜荻）

平 野 茂 一
鶴 岡 計 彦

（内浦）
（千葉市）

吉 田 維 夫
松 原 一 夫

（浜荻）
（天津）

長谷川 清一（天津）

（内浦）
（内浦）
（清澄）
（天津）

三 橋 亨
中 村 瑞 枝
齋 藤 衛
小 池 康 之

（鴨川市）
（内浦）
（浜荻）
（館山市）

山 本 光 正
滝 口 雅 男
藤 武 清 徳
瀧 口 清

（千葉市）
（内浦）
（清澄）
（内浦）

西 川 昌 興
渡邉 ヒロ子
前 田 均
星 野 洋 藏

（小湊）
（内浦）
（浜荻）
（内浦）

栗 本 昭
唐 鎌 武 則

（天津）
（小湊）

（内浦）
（内浦）
（天津）
（天津）
（天津）
（浜荻）
（鴨川市）
（江戸川区）
（鴨川市）
（世田谷区）

（江戸川区）
（江戸川区）

（天津）

（内浦）
（内浦）
（内浦）
（内浦）
（内浦）
（小湊）
（小湊）
（小湊）
（小湊）
（小湊）
（天津）
（天津）

㈱小湊ホテル三日月
内浦部落民入會団体
明るい社会づくり委員会
立正佼成会小湊教会内

広報2-15  05.1.31 4:20 PM   ページ 4



広報あまつこみなと 
2005年　2月号 

5

３月１３日（日）は、
鴨川市長選挙と
千葉県知事選挙の投票日です
『夢たくす　明るい政治に　この一票』
今回の選挙は、（新）「鴨川市」誕生後、初めての選挙です。あなたの大切な一票を市政に生かすよう、

かならず投票にいきましょう。

●投票時間 午前７時から午後８時
投票日に仕事、買物、レジャーなどの予定のある人は期日前投票をしましょう

●期日前投票 投票期間が異なります。

（鴨川市長選挙）

期間：３月７日（月）から３月１２日（土）

時間：午前８時３０分から午後８時

場所：鴨川市役所４階会議室

（千葉県知事選挙）

期間：２月２５日（金）から３月１２日（土）

●問合せ 町選挙管理委員会　�（９４）０５１１

合併後→市選挙管理委員会　�（７０９３）７８４５

２
月
11
日
に
誕
生
す
る
新
「
鴨

川
市
」
の
市
長
職
務
執
行
者
に
、

片
桐
有
而
天
津
小
湊
町
長
が
就
任

し
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
多
市
長
と
片
桐
町

長
が
協
議
を
行
っ
た
う
え
で
、
決

定
し
た
も
の
で
す
。

片
桐
町
長
は
、
合
併
当
日
に
新

市
の
条
例
を
専
決
処
分
す
る
な
ど
、

新
し
い
市
長
が
決
ま
る
ま
で
の
間
、

市
政
運
営
を
一
時
的
に
担
当
し
ま

す
。新

市
誕
生
に
伴
い
、
両
市
町
の

特
別
職
は
失
職
。
新
市
長
が
決
定

す
る
ま
で
助
役
と
収
入
役
は
空
席

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
教
育
長

は
２
月
11
日
の
臨
時
教
育
委
員
会

で
、
選
任
さ
れ
ま
す
。

片
桐
有
而
　
が
就
任

天津小湊
町 長

〔
２
月
11
日
か
ら
新
市
長
決
定
ま
で
〕

新
「
鴨
川
市
」
の
市
長
職
務
執
行
者
に
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町
内

の

で
きごとあれこ

れ 全国都道府県対抗中学バレーボール大会出場！
スラリと伸びた長い手足が印象的な小熊万里さんは、天津中学校３年生の

女の子です。

昨年の夏、千葉県中学生選抜選手強化練習会に参加し、その合宿の結果、

１２名の千葉県選抜チームの選手に選ばれました。そこで千葉県バレーボー

ル協会より優秀選手賞、千葉県競技力向上推進本部より、ジュニア強化指定

選手証の表彰を受けました。

初秋からの練習を経て、昨年１２月２５日（土）～２８日（火）、大阪で

行われた、第１８回全国都道府県対抗中学バレーボール大会に出場し、予選

敗退となったものの、個人的にはすばらしいプレーをみせつけました。

小熊さんのこれからの活躍に、大いに期待がかかります。

小熊万里さん（芝）

6 広報あまつこみなと 
2005年　2月号 

町
内

の

で
きごとあれこ

れ

町
内

の

で
きごとあれこ

れ

昨年６月の未来杯にて
チームメートと

がんばりました！！
応援ありがとうございます。

町
内

の

で
きごとあれこ

れ

最終回となるレディース教室は、料理という視点から環境について考えようと、

町管理栄養士を講師に、買出し・冷蔵庫の整理・ゴミの出し方などの応用を学びま

した。

実習後のエコ料理を囲み「環境にやさしく、家計の節約にもなるわ～」とうれし

い声があがりました。また、網戸掃除やガラス磨きなどでは、生活の知恵も交換し

合い、年末の大掃除にも大いに役立ったようです。（１２月１９日実施）

「これから気をつけなくっちゃ…」テーマは環境！
レディース教室

公民館 公民館 

町
内

の

で
きごとあれこ

れ

日本を代表する成田空港に降り立ったわんぱく生３２名の目に飛び込んだ

のは、大きなエンジン音とともに滑走路を飛び立つジャンボジェット機！

「うわー！大きい」ときらきらした目で食い入るように空を見上げます。

働くみなさんや国際空港ならではの旅客の行き交う様子に、あぜんとしな

がらも、空港職員の説明に聞入っていました。グローバルな時代へ・・・わ

んぱく生の活躍が楽しみです。

未来へ羽ばたけ！成田空港探検隊！！
わんぱく教室

公民館 公民館 
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埼玉県さいたま市と本町とは、昭和５４年しらさ

ぎ荘の開業や昭和６１年浦和まつり参加以来、相互

の有する歴史や伝統、地域に根ざした文化などをも

とに、友好関係を深めており、年間をとおしさまざ

まな交流イベントに参加しています。

この貴重な友好関係の絆の証として、昨年１２月

２０日、さいたま市と天津小湊町は「友好都市」を

締結しました。

鴨川市との合併後もこの友好関係は続いていきま

す。

町
内

の

で
きごとあれこ

れ 友好都市を締結しました！
希望
ユ メ

のまち　さいたま市と

町所在公共機関等連絡会（通称タイサミット）が、板橋区

立天津養護学校を会場に１２月７日（火）、開かれました。

町内にある公共的施設との交流、意見交換を図る目的で平

成１２年度に始まり、今回で６回目となります。

今回は会場となった天津養護学校の施設見学会と、鴨川市

との合併に伴う今後の連携について話し合いが行われ、タイ

サミットは新鴨川市においても継続し、さらに拡大と連携を

深めていく確認をしました。

広報あまつこみなと 
2005年　2月号 

7

町
内

の

で
きごとあれこ

れ 合併後も連携を深めタイ！
第６回タイサミット開催

町
内

の

で
きごとあれこ

れ 主要地方道市原天津小湊線　札郷
ふだごう

トンネル竣工
北側玄関の活性化に期待！

君津市黄和田畑において、１２月２７日（月）、追

原周辺地域活性化委員会の主催により、札郷トンネル

の竣工式が行われました。

式典では、千葉県君津地域整備センター内藤所長に

よる工事経過報告、君津交通安全協会第四支会亀山支

部細川支部長による交通安全宣言の後、君津市三浦市

長・天津小湊町片桐町長・県議会議員斉藤・川名・鈴

木議員・県土整備部千葉次長・君津警察署上総交番所

長・追原周辺地域活性化委員長による、くす玉開被に

より竣工が祝われました。

札郷トンネルの竣工により、本町の北側玄関の活性

化が期待されます。
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8

いろん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

2月

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21

2827

22 23 24 25 26

日 月 火 水 木 金 土

２月１０日まで【合併前】
天津小湊町役場（９４）０５１１
小湊出張所（コミュニティセンター）

（９５）２８０３
健康管理センター（９４）２７７１
中央公民館　　　（９４）２２３０
衛生センター　　（９４）２０５０
奥谷浄水場　　　（９５）３００３

２月１１日から【合併後】
鴨川市役所（７０９２）１１１１（代表）
市長公室　　（７０９３）７８２７
企画財政課　（７０９３）７８２８
会計課　　　（７０９３）７８２６
総務課　　　（７０９３）７８２９
消防防災課　（７０９３）７８３３
税務課　　　（７０９３）７８３２
管財課　　　（７０９３）７８３０
市民生活課　（７０９３）７８３１
環境課　　　（７０９３）７８３８
農林水産課　（７０９３）７８３４
農業委員会事務局（７０９３）７８４６
商工観光課　（７０９３）７８３７
都市建設課　（７０９３）７８３５
議会事務局　（７０９３）７８２５
監査委員事務局（７０９３）７８４４
選挙管理委員会事務局（７０９３）７８４５
文化振興課　（７０９３）３８００
スポーツ振興課（７０９３）５１１１
総合保健福祉会館〈ふれあいセンター〉

（７０９３）７１１１
水道局　　　（７０９３）１０００
市立国保病院　（７０９７）１２２１
天津小湊支所（７０９４）０５１１
学校教育課　（７０９４）０５１２
生涯学習課　（７０９４）０５１５　
コミュニティセンター小湊

（７０９５）２８０３
その他は、１月発行の「新・鴨川市」く
らしのガイドをご覧ください。
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日時 

場所 

１２月１１日（土） 
午後１時３０分～３時 
地域福祉センター 

日時 

場所 

２月１２日（土） 
午後１時３０分～３時 
地域福祉センター 

新

しい
おも
ちゃもイッパイ入りました。

みん
な遊
びにきてね！！

休
日
の
死
亡
届
等
は

鴨
川
市
役
所
へ

鴨
川
市
と
の
合
併
に
伴
い
、
天

津
小
湊
町
役
場
の
宿
日
直
が
な
く

な
り
、
休
日
業
務
は
鴨
川
市
総
合

窓
口
に
移
り
ま
す
。

２
月
11
日
か
ら
の
、
休
日
（
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
）
の
死
亡
届
、

戸
籍
の
届
出
書
（
婚
姻
・
出
生
届

等
）
の
提
出
は
、
鴨
川
市
役
所
、

総
合
窓
口
へ
お
願
い
し
ま
す
。

■
総
合
窓
口
受
付
時
間
／
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
問
合
せ
／
鴨
川
市
市
民
生
活
課

保
健
環
境
課
か
ら

老
人
医
療
受
給
者
証
な
ど

差
し
替
え
が
必
要
で
す
！

今
月
11
日
の
鴨
川
市
と
の
合
併

に
よ
り
、
老
人
医
療
受
給
者
の
皆

さ
ん
１
人
１
人
の
受
給
者
番
号
が

変
更
と
な
り
、
皆
さ
ん
が
現
在
お

持
ち
の
証
票
等
差
し
替
え
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

◆
差
し
替
え
が
必
要
と
な
る
証
票

①
医
療
受
給
者
証

②
老
人
医
療
の
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証

③
老
人
保
健
特
定
疾
病
療
養
受
療

証※
　
な
お
「
健
康
手
帳
」
の
差
し

替
え
は
し
ま
せ
ん
。
住
所
欄
を
「
天

津
小
湊
町
」
か
ら
「
鴨
川
市
」
へ
、

ご
自
身
で
書
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

※
　
②
③
は
、
持
っ
て
い
る
人
の

は
か
り
の
定
期
検
査
の

日
程
が
変
わ
り
ま
す
。

商
店
や
事
業
所
で
使
用
さ
れ
て

い
る
計
量
器
（
は
か
り
）
は
、
定

期
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

今
年
は
４
月
に
定
期
検
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
通
知
は
「
鴨

川
市
広
報
」
の
み
で
の
お
知
ら
せ

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
／
町
企
画
観
光
課

→

合
併
後
／
鴨
川
市
商
工
観
光
課
　

み
差
し
替
え
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
手
続
き
に
つ
い
て

今
月
下
旬
に
、
市
よ
り
新
し
い

証
票
を
ご
自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

今
ま
で
使
っ
て
い
た
証
票
は
、
左

の
場
所
へ
ご
返
還
く
だ
さ
い
。（
足

の
不
自
由
な
人
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
事
情
に
よ
る
場
合
は
、
ご
自

身
で
裁
断
し
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
）

☆
返
還
場
所
…
鴨
川
市
役
所
・
天

津
小
湊
支
所
・
各
出
張
所

建
築
物
を
建
築
し
よ
う
と

す
る
皆
さ
ん
へ

建
築
主
は
建
築
物
を
建
築
し
よ

う
と
す
る
場
合
、
工
事
着
手
前
に
、

そ
の
計
画
が
建
築
基
準
関
係
規
定

に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
確
認
の
申
請
書
を
提
出

し
て
建
築
主
事
の
確
認
を
受
け
、

確
認
済
証
の
交
付
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
／
町
産
業
建
設
課

→

合
併
後
／
鴨
川
市
都
市
建
設
課

今月の
納税

固定資産税　第４期
�介護保険料　第６期

２月２８日（月） 

 

２月１１日から
鴨川市・天津小湊町の市外・市内
局番が変更になります。
０４７０－９△→０４－７０９△
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◎2月の休日救急医療機関
６日
安房医師会病院
鈴木内科クリニック
東条病院
１１日
安房医師会病院
鴨川市立国保病院
１３日
安房医師会病院
赤門整形外科内科
中原病院
２０日
安房医師会病院
鋸南病院
２７日
安房医師会病院
館山病院
太田整形外科医院

＊受診は急病または外科（ケガ）などの場合にだけお願いします。
＊受診はあらかじめ電話でご連絡ください。

◆毎日24時間で受付
亀田総合病院（内・外・小児・産・耳鼻・眼）
�（92）2211（救急当番医ではありません）

館山（25）5111
館山（22）8880
鴨川（92）1207

館山（25）5111
鴨川（97）1221

館山（25）5111
館山（22）0008
和田（47）2021

館山（25）5111
鋸南（55）2125

館山（25）5111
館山（22）1122
館山（23）2318

9広報あまつこみなと 
2005年　2月号 

●
外
国
人
登
録
証
明
書

町
長
発
行
の
登
録
証
明
書
へ
、

居
住
地
変
更
の
裏
書
記
載
を
行
い

ま
す
。
合
併
後
に
、
外
国
人
登
録

証
明
書
を
お
持
ち
の
う
え
、
鴨
川

市
役
所
ま
た
は
天
津
小
湊
支
所
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
合
併
後
は
外
国
人
登
録

事
務
に
つ
い
て
は
、
鴨
川
市
役
所

の
み
で
取
り
扱
い
ま
す
が
、「
外
国

人
登
録
記
載
事
項
証
明
書
」
の
交

付
に
つ
い
て
は
、
現
行
ど
お
り
天

津
小
湊
支
所
に
お
い
て
も
発
行
し

ま
す
。

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

町
発
行
の
カ
ー
ド
も
継
続
使
用

で
き
ま
す
が
、
合
併
後
に
住
所
変

更
の
裏
書
記
載
を
随
時
行
い
ま
す
。

ご
都
合
の
つ
く
と
き
に
鴨
川
市
役

所
ま
た
は
天
津
小
湊
支
所
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
希
望
に
よ
り
新
市
の
カ

ー
ド
へ
の
無
料
引
替
え
交
付
を
鴨

川
市
役
所
市
民
生
活
課
に
て
実
施

し
ま
す
の
で
、
２
月
16
日
（
水
）
以

降
、
町
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ

い
。な

お
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
業
務
に
つ
い
て

は
、
市
役
所
の
み
の
扱
い
と
な
り

ま
す
が
、
住
民
票
の
広
域
交
付
に

つ
い
て
は
現
行
ど
お
り
天
津
小
湊

支
所
で
も
行
い
ま
す
。

な
お
、
新
市
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
稼
動
は
２
月
16
日

（
水
）
か
ら
と
な
り
、
２
月
14
日

（
月
）
・
15
（
火
）
の
２
日
間
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
印
か
ん
登
録
証

現
在
の
登
録
証
は
、

合
併
後
も
当
分
の
間

ご
利
用
に
な
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
引
替

え
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
方
法
に
つ
い

て
は
新
市
の
広
報
紙

な
ど
で
別
途
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

印かん登録証・
外国人登録証明書・
住民基本台帳カードの
合併後の取扱いは？

町と取引のあるすべての町内業者・商店のみなさん、

入札参加資格者名簿への登録が必要です！
～入札参加資格審査申請受付～
今年４月から、新鴨川市との取引をする場合、現在登録申請していない物品

販売業者、商店についても、「入札参加資格者名簿」への登録が必要となります。

この登録申請の受付を、次の日程で行いますので、取引を希望される業者の

人は、指定の様式がありますので必要事項を記入し、必要書類を添付して、会

場まで持参してください。

様式･申請要領は町総務課および鴨川市財政課窓口にて配布します。

現在、登録申請していない工事、委託等の業者も、４月以降において、新鴨

川市からの発注を希望する場合には登録が必要となりますので申請してくださ

い。

また、現在登録されている業者についても有効期限が３月３１日までとなっ

ていますので、平成１７･１８年度分を新規に登録する必要があります。

※土日、祝日は除く。受付時間は午前９時～午後４時まで

■問合せ／町総務課財政係　

合併後→鴨川市管財課

日程 

２月１４日（月）～ 
２月２８日（月） 

３月１日（火）～ 
３月２５日（金） 

３月１日（火）～ 
３月２５日（金） 

会場 
鴨川市役所７階　他 
天津小湊町役場 

（合併後：天津小湊支所） 

鴨川市役所７階　他 

新鴨川市内物品販売業者 
（商店など） 

市内入札関係業者 
（建設・業務委託・測量等） 

市外業者 

◎無料相談
■結婚相談 ２月１日（火）
地域福祉センター　午前９時～１２時
■心配ごと相談 ２月４日（金）
地域福祉センター　午後１時３０分～４時
■法律相談 ２月１５日（火）
現・地域福祉センター　午後１時～４時
■年金相談 ２月１７日（木）
館山市役所　　　　午前１０時～午後３時
受付・午前は１１時、午後は２時まで　
■行政相談 ２月１８日（金）
天津小湊支所１階住民相談室 午前１０時～午後３時
■人権相談 ２月２２日（火）
天津小湊支所３階会議室 午前１０時～午後３時
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２月１６日～３月１５日
所得税の確定申告と住民税の申告
◎地区別の申告受付日程

上記日程により行います。
・１月１日現在天津小湊町に居住の人は、旧役場２階会議室でのみの受付となります。ご注意ください。
・収入がない場合も扶養の認定や国民健康保険料などの算定資料として申告が必要です。生活状況などについて、申告
してください。
・申告がない場合は所得証明などの発行ができません。
・所得税の確定申告書を税務署に提出する人は、改めて住民税の申告をする必要はありません。
・（バス）の表示のある地区は、送迎バスの運行をしますので、ご利用ください。（途中乗降はできません）
○２月２１日／奥谷青年館（安房小湊駅前）、２２日／小湊小学校前、２３日／館山信用金庫前、２４日／西川船具店前、
２５日／小湊漁協信用部前から支所間
支所行き ９：００、１０：００、１３：００、１４：００（２１日／小湊駅前発９：１０、１０：１０、１３：１０、１４：１０）
支 所 発 ９：４５、１０：４５、１３：４５、１４：４５、１６：３０
○３月７日／四方木青年館入口（清澄寺バス停）から支所間
支所行き ９：１５、１３：００（９：２５、１３：１０）
支 所 発 １１：３０、１６：３０

2月16日 
2月17日 
2月18日 
2月21日 
2月22日 
2月23日 
2月24日 
2月25日 
2月28日 
3月  1日 
3月  2日 
3月  3日 
3月  4日 
3月  7日 
3月  8日 
3月  9日 
3月10日 
3月11日 
3月14日 
3月15日 

水 
木 
金 
月 
火 
水 
木 
金 
月 
火 
水 
木 
金 
月 
火 
水 
木 
金 
月 
火 

東　　　　　町 
恵　車　・　仲　町 

西 
寄浦・大風沢・旭町・２区・３区（バス） 

八景・開戸・５区（バス） 
６区・７区・８区（バス） 
９区・１０区・１４区（バス） 
１１区・１２区・１３区（バス） 

新　　　　　町 
谷　・　橋　本 

仲　宿　・　浜　町  
城　　　　　戸 

芝 
芝／清澄・四方木（バス） 
引　　　　　土 

 
 

全町内（天津小湊地区） 

月　日 曜日 地区 会場 受付時間 

支所２階会議室 
（旧役場２階会議室） 

午前８時４５分～正午 
午後１時～３時３０分 

☆確定申告書を自分ですべて記載でき
た人は郵送で提出できます
送付先〒２９４-８５０３

館山市北条１１６４番地
館山税務署

国税庁ホームページアドレス
http://www.nta.go.jp

東京国税局ホームページアドレス
http://www.tokyo.nta.go.jp

税理士会の無料申告相談

※対象 ・小規模事業者
・年金受給者、給与所得者の還付申告

開催日 
２月  ２日（水） 
２月  ３日（木） 
２月  ４日（金） 
２月１８日（金） 

場所 時間 

鴨川市役所 
（４階大会議室） 

鴨川市商工会館（大研修室） 

午前９時３０分～１２時 
午後１時～３時３０分 

ご注意ください！
期間中全ての休日は閉庁しています！

館山税務署では、昨年２月の日曜日２日間、確定
申告書の作成のアドバイスおよび申告書の受付を行
いましたが、本年は、確定申告期間中を含め全ての
休日（土曜・日曜・祝日）の執務は行っておりませ
んのでご注意ください。

千
葉
県
国
保
功
労
者

国
民
健
康
保
険
事
業
お
よ
び

介
護
保
険
事
業
の
充
実
発
展
に

尽
力
し
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕

著
な
者
に
贈
ら
れ
る
千
葉
県
国

保
功
労
者
に
、
西
宮
米
造
さ
ん

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
・
環
境
衛

生
功
労
者

１
月
21
日
に
、
千
葉
県
廃
棄

物
適
正
処
理
推
進
大
会
が
県
青

葉
の
森
公
園
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
地

区
環
境
の
推
進
に
対
す
る
功
績

が
評
価
さ
れ
、
次
の
皆
さ
ん
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
県
リ
サ
イ
ク
ル
功
労
者
表

彰
／
あ
た
ご
子
供
会

■
県
環
境
衛
生
功
労
者
表
彰
／

環
境
ク
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会

環境クリーンボランティアの会代表
今野宗郎さん

送迎バスが 
出ます！ 
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任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
民
生

児
童
委
員
・
社
会
福
祉
委
員
24
人

が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
19
年
11
月
30
日
ま
で
で
す
。

民
生
児
童
委
員
・
社
会
福
祉
委
員

の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
・
カ
ッ
コ
内
は
担
当
地
区
）

民
生
委
員
法
や
生
活
保
護
法
な

ど
に
基
づ
き
、
地
域
福
祉
の
向
上

を
は
か
り
ま
す
。

櫻井美智子
（１区）

大藤康夫
（２・３区）

宗政亮秀
（４区）

田中幸枝
（５・６区）

吉野忠夫
（７・９区）

森慶子
（８・10区）

野田ヨシ江
（11・14区）

廣瀬ひろ子
（12・13区）

影山廣子
（新町）

野タマエ
（谷）

尾高 子
（城戸１～６・

15組）

相川和子
（城戸７～14組）

巽孝子
（橋本）

佐々木秀夫
（仲宿・浜町）

長谷川昌子
（芝１～９・
18・20組）

有田常雄
（芝10～17・
19・21・22組）

由井富男
（引土）

桐木みつ
（西）

村尾佳子
（清澄）

石井留美子
（東町）

鬼澤篤
（恵車・仲町）

唐鎌百和雄
（四方木）

梶惠子
（小湊地区・
主任児童委員）

岡野栄子
（天津地区・
主任児童委員）

お
詫
び
と
訂
正

１
月
号
の
８
ペ
ー
ジ
「
新
潟
県

中
越
地
震
災
害
義
援
金
」
の
中
で

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

「
峯
岡
僚
友
会
　
様
　
３
０
、
０
０

０
円
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
正

し
く
は

「
峯
岡
航
友
会
　
様
　
３
０
、
０
０

０
円
」
で
す
。

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
多
大
な
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

■
町
へ

□
鴨
川
市
建
設
協
力
会

会
長
　
加
藤
茂
　
様

５
０
、
０
０
０
円

■
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

□
日
赤
奉
仕
団
小
湊
支
部
（
歳
末

た
す
け
あ
い
）

様
１
５
、
０
０
０
円

■
安
房
東
中
学
校
へ

□
内
浦
部
落
民
入
會
団
体
　
様

大
森
良
三
画
伯

「
内
浦
湾
遠
望
」
絵
画
寄
贈

寄
付
あ
り
が
と
う
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統計調査にご協力ください
～２００５年農林業センサス～

農林水産省では、平成１７年２月１日現在で、「２００

５年農林業センサス」を実施します。この調査は我が国の

農林業・農山村地域の実態を明らかにする最も基本的な調

査です。

１月下旬から調査員が農林業関係者の皆さんを訪問し

て、調査票に農林業の経

営状況などの記入をお願

いします。

調査票に記入された事

項については、統計以外

の目的には使用されませ

んので、ご協力をお願い

します。

１
月
５
日
（
水
）
町
消
防
団
出

初
式
が
小
湊
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
会
場
に
行
わ
れ
、
次
の
皆
さ
ん

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
受
賞
者
○
印
　
受
賞
者
代
表

千
葉
県
知
事

功
労
章

○
第
四
分
団
長

川
崎
武
之

第
五
分
団
長

仙
元
正
彦

精
勤
章

○
第
一
分
団
長

石
渡
洋
和

第
六
分
団
長

神
作
利
幸

千
葉
県
消
防
協
会
長

功
労
章

第
五
分
団
副
分
団
長

滝
口
正
春

精
勤
章

○
第
三
分
団
長

長
谷
川
勝

第
一
分
団
副
分
団
長

松
本
健
一

防
災
対
策
監

防
災
対
策
監
章

○
第
一
分
団
部
長
　
　
唐
鎌
　
豊

第
四
分
団
部
長
　
　
長
谷
川
修

第
五
分
団
部
長
　
　
白
石
和
広

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
長

消
防
長
章

○
第
二
分
団
長

平
野
智
靖

第
二
分
団
副
分
団
長

大
藤
　
勝

第
三
分
団
副
分
団
長

村
杉
正
勝

第
四
分
団
副
分
団
長

齋
藤
修
一

第
六
分
団
副
分
団
長

田
仲
重
郎

千
葉
県
消
防
協
会
安
房

支
部
長

功
労
章

○
第
三
分
団
部
長

長
谷
川
亮
二

第
四
分
団
班
長

芝
口
　
忠

第
四
分
団
班
長

金
高
浩
司

第
五
分
団
班
長
　
　
嶋
津
彰
一

第
五
分
団
班
長
　
　
前
田
　
徹

天
津
小
湊
分
遣
所
　
消
防
士
長

山
口
則
行

精
勤
章

○
第
二
分
団
部
長
　
　
平
野
千
賀
也

第
三
分
団
班
長
　
　
田
村
秀
一

第
三
分
団
班
長
　
　
四
宮
　
孝

第
四
分
団
班
長
　
　
海
老
谷
厚

第
五
分
団
班
長
　
　
田
丸
好
一

天
津
小
湊
町
長

功
労
章

○
第
一
分
団
部
長
　
　
唐
鎌
　
豊

第
四
分
団
部
長
　
　
長
谷
川
修

第
五
分
団
部
長
　
　
白
石
和
広

第
四
分
団
員
　
　
　
田
中
栄
雄

精
勤
章

○
第
三
分
団
副
分
団
長
村
杉
正
勝

第
三
分
団
班
長
　
　
住
吉
一
浩

第
三
分
団
班
長
　
　
渡
邉
康
裕

第
六
分
団
班
長
　
　
尾
形
俊
文

第
三
分
団
員
　
　
　
金
高
正
之

10
年
間
無
火
災
地
区
表
彰
に
13
の
町
内
会
長
が
出
席

新
春
恒
例
町
消
防
団
出
初
式

第
三
分
団
員
　
　
　
永
野
克
己

第
五
分
団
員
　
　
　
西
川
雅
史

第
五
分
団
員
　
　
　
北
浦
克
己

感
謝
状

前
分
団
長
　
　
　
　
杉
浦
英
司

前
分
団
長
　
　
　
　
市
川
和
成

前
分
団
長
　
　
　
　
若
月
富
雄

天
津
小
湊
町
消
防
団
長

感
謝
状
（
第
23
回
安
房
支
部
消

防
操
法
大
会
出
場
選
手
）

第
五
分
団

○
指
揮
者
　
　
　
　
　
滝
口
正
春

一
番
員
　
　
　
　
　
丸
谷
　
亘

二
番
員
　
　
　
　
　
滝
口
和
也

三
番
員
　
　
　
　
　
鈴
木
輝
充

四
番
員
　
　
　
　
　
斎
藤
秀
樹

10
年
間
無
火
災
地
区
表
彰

感
謝
状

寄
浦
町
内
会

開
戸
町
内
会

９
区
町
内
会

10
区
町
内
会

11
区
町
内
会

12
区
町
内
会

14
区
町
内
会

仲
宿
町
内
会

浜
町
町
内
会

城
戸
町
内
会

恵
車
町
内
会

仲
町
町
内
会

四
方
木
町
内
会
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本町では平成７年度から「フッ素物洗口」を実施しています。初年度は保育所の４

歳児を対象にし、以降、実施を毎年１学年ごと増やしていき、今年度では中学２年生

までの520名が実施しています。「フッ化物洗口」とは、ハミガキの後にフッ素化合物

が含まれた水でブクブクうがいをすることです。下図はH７年度の小学生(フッ化物洗

口未実施)とH16年度の小学生～中学2年生(フッ化物洗口実施)の永久歯におけるむし

歯罹患者率（むし歯がある人の割合）と1人あたりのむし歯本数を表したものです。

この図から、『フッ素はむし歯予防に効果的』ということが一目瞭然ですね。ハミガキ粉は、ぜひフッ素配合のものを

使うと良いですよ！

さらに正しいブラッシングと歯に良い食べ物を選ぶことで、むし歯だけでなく歯周病予防にもなります。町の特産物

「ひじき」には歯の材料になる「カルシウム」がたっぷり。「良質のた

んぱく質」を豊富に含む「魚介類や大豆製品」と組み合わせることで、

さらに歯を丈夫にします。また、よく噛んで食べると唾液がたくさん

出て口の中が掃除され、歯ぐきのマッサージにもなります！

好きなものを思い通りに食べられ、イキイキと暮らすためには、自

分の歯で食べることが大切です。健康で快適な生活のために、自分の

歯や食べ物に関心を持ちましょう。

保 健 師 

ワ ン ポ イ ン ト 

ア ド バ イ ス 

栄 養 士 
の 

と 

Vol 32
影山美影山美弓 影山美弓 

野宮和歌子野宮和歌子 野宮和歌子 

0

20

40

60

80

100

0

1

2

3

4

5

１
年 

２
年 

３
年 

４
年 

５
年 

６
年 

１
年 

２
年 

３
年 

４
年 

５
年 

６
年 

中
１ 

中
２ 

むし歯罹患者率 1人あたりのむし歯本数 （％） （本） 

今回でワンポ
イントアドバイス
は終了となります。
天津小湊の皆さん、
ご愛読ありがとう
ございました！

真新しいスーツや色とりどりの

着物に身を包んだ、７９人の新成

人。鯛のまちあまつこみなととし

ての、最後の成人式です。

「責任を自覚し、大人社会を築

き上げていって欲しい」と町長、

来賓からの激励の言葉をまっすぐ

な凛とした眼差しで受け止めてい

ました。

２０歳。夢に向かって走り始め

た若者たち。

鴨川市となっても、同じ笑顔で

輝きつづける大人に、なっていて

ください。

夢膨らむ２０歳！！ 
鯛のまち最後の成人式！！ 
夢膨らむ２０歳！！ 
鯛のまち最後の成人式！！ 
夢膨らむ２０歳！！ 
鯛のまち最後の成人式！！ 

Ｈ7年度 
Ｈ16年度 
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天津、浜荻、清澄財産区
議会議員が決まりました

村田教清・西（議長） 川名敏郎・芝（副議長）

岡本晃一・新町 吉田維夫・恵車 根本新太郎・仲宿 三原信明・浜町 地引勇司・清澄

天津、浜荻、清澄財産区は、これまでの「管理会方式」

から平成１６年１２月１日付で「議会方式」に制度変更

がされました。このことによる財産区議会議員の選挙が

行われ、財産区議員7人が誕生しました。

これに伴い、選挙後の初議会が開かれ、初議会で正副

議長の選出などが行われました。村田教清議長、川名敏

郎副議長の体制のもと、これから新たに財産区議会が始

まります。

↑初議会で行われた正副議長の選出
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むか～しむかし・・・
１７３９年６月、本町の布入港に、シュパンベルグ率いるロシアの日本探

検隊のうち、ヴアリトン大尉の指揮する聖ガブリエル号は海岸沿いの大き

な集落として見えたこの沖合いに錨を下ろしました。船を見た地元の漁師

はロシア人を招き、樽２つ分の水の提供や煙草、煙草のきせるを贈るとと

もに食事や酒のもてなしをしました。このことに対するお礼として、ロシ

ア側からは銀貨やビーズを贈りました。

このような記録がロシアと日本側、双

方にあり、当時日本は鎖国時代であった

ものの、日本本土にロシア人が初めて上

陸したと記述されています。

そこで町はこの史実を後世に伝えると

ともに、さらなるロシアと日本の友好交

流に資することを願い、記念碑を建立、

１月２１日に「ロシア人日本本土初上陸

地記念碑除幕式」を行いました。

また、昨年の日露首脳会談において、

２００５年に日露両国がそれぞれ記念行事を

行うことが合意され、「日露修好１５０周

年記念事業」が開かれることとなり、こ

の記念事業の実施が、両国国民相互間の

理解と交流を一層深め、２１世紀にふさ

わしい日露関係を創り上げていくことに

つながることが期待されています。そし

て、本町の記念碑設置事業もその事業の

一つとして外務省より認定され、式典に

花を添えることができました。

浜荻、布入港に
ロシア人が「初上陸」した地として、
石碑が建てられました

左から吉田町議会議長
斎藤県議会議員
片桐町長
ロシア大使館　ホホエフ参事官
国際教養大学　グレゴリークラーク副学長

町内で行われた
←↑「3歳児むし歯のない子の表彰式」
「リレー競走大会」→
にて

さいごのタイっ子です！
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いろん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

湊
町
を
明
る
く
、
活
気
づ
け
て
く

れ
た
不
世
出
の
人
物
で
あ
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
う
。

南
房
総
の
各
市
町
村
か
ら
毎
年

約
千
人
余
り
の
人
々
が
本
町
に
集

う
「
南
房
総
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会
」
の
事
実
上
の
創
設
者

で
あ
る
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
、
町
内
会
活
動
、

行
政
支
援
活
動
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
等
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
の

前
向
き
な
パ
イ
プ
役
で
も
あ
っ
た
。

町
の
人
、
町
を
通
る
人
々
の
、

安
全
の
為
の
街
路
灯
、
そ
の
街
路

灯
建
設
、
維
持
管
理
面
に
惜
し
む

こ
と
な
く
力
を
注
い
で
こ
ら
れ
た

立
役
者
で
も
あ
っ
た
。

燦
然
と
輝
く
街
路
灯
は
、
故
人

の
お
蔭
と
言
っ
て
も
こ
れ
ま
た
過

言
で
は
な
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
も

あ
る
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
故
人
は
、

自
分
の
仕
事
よ
り
も
、
�
三
度
の

メ
シ
�
よ
り
も
万
人
の
子
ど
も
を

愛
し
、
そ
の
子
ど
も
の
健
全
な
育

成
を
め
ざ
し
、
そ
し
て
育
て
た
子

ど
も
の
成
長
を
見
届
け
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
指
導
を
受

け
た
子
ど
も
は
既
に
親
と
な
り
、

12

月

２
日
（
木
）
全
国
町
村
長
大
会
出

席
長
狭
地
区
衛
生
組
合
議
会
出
席

３
日
（
金
）
安
房
広
域
市
町
村
圏

理
事
会
お
よ
び
議
会
出
席

議
会
対
策
課
長
会
議
お
よ
び
議

案
審
議
開
催

寺
小
屋
課
長
会
議
開
催

４
日
（
土
）
芝
町
青
年
会
忘
年
会

出
席

６
日
（
月
）
新
潟
県
東
京
事
務
所

へ
新
潟
県
中
越
地
震
災
害
義
援
金

持
参環

境
ク
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
懇
親
会
出
席

定
例
課
長
補
佐
会
議
開
催

７
日
（
火
）
井
上
七
郎
御
宿
町
長

出
陣
式
出
席

鯛
サ
ミ
ッ
ト
開
催

８
日
（
水
）
体
育
指
導
委
員
故
佐

久
間
龍
男
氏
告
別
式
参
列

故
佐
久
間
龍
男
氏
を
悼
み
、
大

き
な
時
の
流
れ
を
感
ず
る
。

故
人
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

通
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
み
な
ら
ず
、
草
の
根
的
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
天
津
小

そ
の
体
験
を
生
か
し
、
自
身
の
子

ど
も
を
育
て
て
い
る
親
と
な
っ
て

い
る
人
が
数
多
い
。

又
一
方
、
故
人
は
あ
ら
ゆ
る
面

で
先
導
的
、
指
導
的
だ
が
、
本
人

自
身
は
地
道
で
、
前
に
出
る
こ
と

な
く
、
場
面
に
応
じ
た
人
を
引
き

立
て
る
人
物
で
も
あ
っ
た
。

時
あ
た
か
も
合
併
と
い
う
大
き

な
時
代
の
節
目
を
察
知
し
、
新
た

な
時
代
を
担
う
人
々
に
「
道
を
譲

る
」
と
い
う
思
い
を
込
め
、
去
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

佐
久
間
氏
の
他
界
は
私
自
身
に

と
っ
て
は
合
併
に
匹
敵
す
る
大
き

な
時
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。

人
前
に
決
し
て
出
る
こ
と
の
な

い
佐
久
間
氏
を
悼
む
子
ど
も
達
や
、

人
々
の
数
は
計
り
知
れ
な
い
。

佐
久
間
氏
の
お
蔭
に
感
謝
し
、
佐

久
間
氏
が
悔
い
る
こ
と
の
な
い
新

鴨
川
市
づ
く
り
が
、
残
さ
れ
た
私

共
の
使
命
で
あ
ろ
う
と
思
う
と
こ

ろ
で
あ
る
。

佐
久
間
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

水
田
三
喜
男
生
誕
百
年
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
出
席

９
日
（
木
）
関
東
富
士
見
百
景
認

定
報
告
会
出
席

遠
藤
一
郎
富
浦
町
長
見
舞
い

民
生
・
児
童
委
員
委
嘱
状
交
付

お
よ
び
歓
送
迎
会
出
席

10
日
（
金
）
定
例
町
議
会
出
席

12
日
（
日
）
交
通
安
全
協
会
天
津

分
会
忘
年
会
出
席

13
日
（
月
）
御
宿
町
長
当
選
祝

14
日
（
火
）
定
例
町
議
会
出
席

町
議
会
懇
親
会
出
席

15
日
（
水
）
第
５
回
安
房
地
区
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
出
席

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
歓

迎
会
お
よ
び
忘
年
会
出
席

16
日
（
木
）
合
併
推
進
会
議
出
席

町
観
光
協
会
忘
年
会
出
席

17
日
（
金
）
課
長
会
議
開
催

課
長
補
佐
会
議
開
催

農
業
委
員
会
お
よ
び
同
懇
親
会

出
席

19
日
（
日
）
故
佐
久
間
龍
男
氏
お

別
れ
会
出
席

20
日
（
月
）
さ
い
た
ま
市
友
好
都

市
提
携
締
結
式
出
席

自
民
党
移
動
政
調
会
出
席

21
日
（
火
）
小
湊
鉄
道
表
敬
訪
問

内
浦
区
絵
画
寄
贈
出
席

消
防
団
夜
警
見
舞
い

22
日
（
水
）
定
例
係
長
会
議
開
催

歳
末
警
戒
出
動
式
出
席

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
県
選
抜
全
国
大

会
出
場
小
熊
万
里
さ
ん
表
敬
来
庁

社
会
福
祉
協
議
会
合
併
協
議
会

懇
親
会
出
席

24
日
（
金
）
漁
業
向
住
宅
対
策
協

議
会
開
催

安
房
広
域
市
町
村
圏
理
事
会
同

議
会
出
席

鴨
川
市
ク
リ
ス
マ
ス
花
火
大
会

出
席

25
日
（
土
）
町
制
施
行
50
周
年
記

念
お
よ
び
閉
町
式
典
開
催

26
日
（
日
）
栗
田
貫
一
チ
ャ
リ
テ

ィ
コ
ン
サ
ー
ト
出
席

27
日
（
月
）
主
要
地
方
道
市
原
天

津
小
湊
線
札
郷
ト
ン
ネ
ル
開
通
式

出
席工

事
入
札
実
施

28
日
（
火
）
衛
生
セ
ン
タ
ー
職
員

激
励職

員
互
助
会
忘
年
会
出
席

31
日
（
金
）
年
末
年
始
警
備
激
励

清
澄
寺
除
夜
の
鐘
出
席

市原天津小湊線坂本付近
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１
日
（
土
）
清
澄
「
旭
が
森
の
初

日
」
千
葉
テ
レ
ビ
放
送
生
中
継
に

出
演

４
日
（
火
）
御
用
始
め
・
辞
令
交

付
並
び
に
新
年
の
訓
示
実
施

定
例
課
長
会
議
開
催

５
日
（
水
）
町
消
防
団
出
初
式
出

席６
日
（
木
）
鴨
川
市
消
防
団
出
初

式
出
席

７
日
（
金
）
丸
山
町
消
防
団
出
初

式
出
席

８
日
（
土
）
鴨
川
市
商
工
会
新
春

賀
詞
交
歓
会
出
席

９
日
（
日
）
町
成
人
式
開
催

11
日
（
火
）
千
葉
県
理
容
組
合
鴨

川
支
部
新
年
会
出
席

12
日
（
水
）
定
例
課
長
補
佐
会
議

開
催

13
日
（
木
）
天
津
郵
便
局
長
来
庁

千
葉
テ
レ
ビ
営
業
部
長
来
庁

全
国
水
仙
サ
ミ
ッ
ト
２
０
０
５

ｉ
ｎ
富
山
出
席

14
日
（
金
）
安
房
農
林
業
振
興
会

表
彰
者
審
査
会
出
席

む
し
歯
の
な
い
３
歳
児
の
表
彰

式
開
催

15
日
（
土
）
中
村
正
三
郎
代
議
士

合
同
賀
詞
交
歓
会
出
席

17
日
（
月
）
土
木
工
事
入
札
実
施

天
津
、
浜
荻
、
清
澄
財
産
区
議

会
出
席

定
例
課
長
会
議
開
催

小
湊
旅
館
組
合
新
年
会
出
席

18
日
（
火
）
臨
時
町
議
会
出
席

合
併
協
議
会
事
前
打
合
せ

鴨
川
市
総
務
課
長
来
庁

農
業
委
員
会
送
別
会
出
席

19
日
（
水
）
安
房
農
林
業
振
興
会

表
彰
式
出
席

財
産
区
議
会
懇
親
会
出
席

20
日
（
木
）
納
税
協
力
者
小
菅
氏

訪
問石

川
信
太
新
春
個
展
訪
問

21
日
（
金
）
ロ
シ
ア
人
日
本
本
土

初
上
陸
地
記
念
碑
除
幕
式
開
催

南
房
総
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー
チ
記
念

講
演
会
出
席

町
職
員
互
助
会
主
催
町
４
役
送

別
会
出
席

23
日
（
日
）
町
リ
レ
ー
競
走
大
会

開
催ク

リ
ー
ン
コ
ー
ス
ト
新
年
会
出

席
交
通
安
全
協
会
新
年
会
出
席

24
日
（
月
）
定
例
係
長
会
議
開
催

安
房
郡
市
遺
族
会
幹
部
会
出
席

第
21
回
合
併
協
議
会
お
よ
び
懇

親
会
出
席

建
築
士
会
安
房
支
部
鴨
川
分
会

賀
詞
交
歓
会

25
日
（
火
）
堂
本
あ
き
子
さ
ん
を

支
援
す
る
集
い
出
席

安
房
高
天
津
小
湊
支
部
新
年
会

出
席

26
日
（
水
）
小
湊
鉄
道
訪
問

郡
町
村
会
出
席

27
日
（
木
）
知
事
等
へ
表
敬
訪
問

県
庁
「
あ
わ
会
懇
談
会
」
出
席

29
日
（
土
）
浜
田
靖
一
後
援
会
新

春
の
集
い
出
席

自
動
車
整
備
振
興
会
鴨
川
支
部

賀
詞
交
歓
会
出
席

１
日
（
火
）
定
例
課
長
会
議
開
催

南
房
総
広
域
企
業
団
議
会
運
営

協
議
会
お
よ
び
定
例
会
出
席

２
日
（
水
）
北
北
海
道
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
前
名
寄
市
長
来
庁

町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
お

よ
び
評
議
員
会
開
催

社
会
福
祉
大
会
開
催

３
日
（
木
）
清
澄
寺
節
分
会
出
席

４
日
（
金
）
統
合
中
学
校
、
校

章
・
校
歌
製
作
者
感
謝
状
贈
呈
式

保
健
福
祉
推
進
協
議
会
臨
時
総

会
お
よ
び
閉
会
式
出
席

５
日
（
土
）
町
自
衛
隊
協
力
会
臨

時
総
会
出
席

６
日
（
日
）
県
南
部
地
区
特
定
郵

便
局
長
会
総
会
出
席

７
日
（
月
）
市
町
合
同
議
会
全
員

協
議
会
出
席

８
日
（
火
）
安
房
７
町
村
合
併
協

定
調
印
式
出
席

定
例
課
長
補
佐
会
議
開
催

町
課
長
会
送
別
会
出
席

10
日
（
木
）
定
例
課
長
会
議
開
催

閉
庁
式
実
施

平
成
11
年
５
月
６
日
初
登
庁
。

町
長
と
い
う
重
責
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
以
来
、「
町
長
日
誌
」
と

い
う
こ
と
で
ペ
ン
を
と
ら
せ
て
い

た
だ
い
た
。
日
誌
は
様
々
な
事
業

や
時
の
出
来
事
に
つ
い
て
、
町
長

と
い
う
視
点
と
町
民
か
ら
の
目
線

と
い
う
双
方
向
で
、
乱
文
乱
筆
を

お
許
し
い
た
だ
き
、
主
な
点
を
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ

る
。書

き
始
め
て
か
ら
、
本
号
で
の

先
の
コ
メ
ン
ト
を
含
め
て
、
こ
れ

ま
で
合
計
95
の
コ
メ
ン
ト
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

日
誌
は
町
長
と
し
て
の
日
程
の

一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
心

は
町
民
の
皆
様
の
日
ご
ろ
の
ご
理

解
と
ご
支
援
の
お
蔭
に
感
謝
す
る

こ
と
と
、
町
民
の
皆
様
の
た
め
の

町
長
と
し
て
の
基
本
姿
勢
、「
目
配

り
気
配
り
、
そ
し
て
風
通
し
の
良

い
町
政
運
営
」
の
一
端
を
ご
報
告

す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に

は
私
自
身
の
次
な
る
ア
ク
シ
ョ
ン

の
た
め
の
「
心
の
糧
の
記
録
」
で

も
あ
っ
た
。

約
１
期
半
６
年
間
、
多
く
の
皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
温
情
と
ご

支
援
ご
理
解
に
感
謝
申
し
上
げ
、

新
生
鴨
川
市
の
大
い
な
る
発
展
、

進
展
を
念
願
し
、
町
長
日
誌
最
後

の
思
い
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も

の
で
あ
る
。

２
　
月
（
一
部
予
定
）

１
　
　
月

完
成
間
近
の
新
・
統
合
中
学
校

（
平
成
17
年
１
月
現
在
）
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議
会
だ
よ
り

発行人　天津小湊町議会議長 吉田勝敏

編　集　議 会 広 報 編 集 委 員 会 No.113

関
東
町
村
議
会
議
長
会
会

長
会
議

議
会
広
報
編
集
委
員
会

例
月
出
納
検
査

定
期
監
査

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合

併
協
議
会

自
治
功
労
表
彰
式

町
消
防
操
法
大
会

臨
時
議
会

全
国
町
村
議
会
議
長
大
会

郡
町
村
議
会
議
長
会
研
修
　

鋸
南
町
長
選
挙
当
選
祝
　

例
月
出
納
検
査

定
例
議
会

総
務
常
任
委
員
会

定
例
議
会

定
例
議
会

町
制
施
行
50
周
年
記
念
式

典
並
び
に
閉
町
式

10

月

11

月

12

月

131526〃27１14161717182124252510〃131425

������������������
議
会
の
主
な
う
ご
き

12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で
の
５
日
間
に
わ
た
り
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
議
会
で
は
、
監
査
報
告
、
条
例
の
制
定
・
改
正
・
廃
止
、
規

約
の
協
議
、
町
道
の
路
線
廃
止
、
財
産
の
取
得
・
無
償
譲
渡
、
一
般
会
計

な
ど
の
補
正
予
算
、
陳
情
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
、
６
件
の
質
問
を
１
人
の
議
員
が
し
ま
し
た
。

最
終
日
議
員
か
ら
、
日
本
郵
政
公
社
の
経
営
形
態
維
持
に
関
す
る
意
見

書
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
関
連
議
案
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合
併
協

議
会
の
廃
止

現
在
、
鴨
川
市
と
天
津
小
湊
町

の
間
に
設
置
さ
れ
て
い
る
合
併
協

議
会
に
つ
い
て
、
合
併
の
前
日
と

な
る
17
年
２
月
10
日
を
も
っ
て
廃

止
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
改
正

鴨
川
市
と
の
合
併
に
伴
い
、
議

会
議
員
の
報
酬
の
支
給
方
法
に
つ

い
て
、
重
複
支
給
を
避
け
る
よ
う

日
割
り
で
精
算
で
き
る
よ
う
に
す

る
改
正
で
す
。

教
育
施
設
整
備
基
金
条
例
の
改
正

教
育
施
設
整
備
資
金
に
充
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
15
年
３
月

に
設
置
し
た
基
金
で
す
が
、
鴨
川

市
と
の
合
併
が
決
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
合
併
後
の
教
育
施
設
整
備
に

つ
い
て
は
、
新
市
と
し
て
の
計
画

的
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

現
在
進
め
て
い
る
統
合
中
学
校

の
整
備
が
完
了
す
る
の
を
一
つ
の

区
切
り
と
し
、
現
在
の
校
舎
の
撤

去
と
進
入
路
な
ど
の
整
備
が
完
了

す
る
17
年
度
末
で
、
こ
の
基
金
は

廃
止
と
な
り
ま
す
。

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
及
び
規
約
の
改
正
の
協
議

鴨
川
市
お
よ
び
天
津
小
湊
町
が

廃
止
さ
れ
、
新
た
に
鴨
川
市
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
と
、
長
狭
地
区
衛

生
組
合
の
解
散
に
伴
い
、
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
お
よ
び
規
約

の
改
正
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。

県
自
治
セ
ン
タ
ー
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
に
関
す
る
協
議

鴨
川
市
お
よ
び
天
津
小
湊
町
が

廃
止
さ
れ
、
新
た
に
鴨
川
市
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
県
自
治

セ
ン
タ
ー
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

財
産
の
取
得

15
年
度
か
ら
建
設
を
進
め
て
き

た
、
仮
称
・
天
津
小
湊
町
立
統
合

中
学
校
備
品
購
入
に
か
か
る
財
産

の
取
得
に
つ
い
て
、
統
合
中
学
校

も
17
年
４
月
開
校
に
向
け
、
配
置

す
る
備
品
の
取
得
に
当
た
り
、
11

月
26
日
役
場
会
議
室
で
入
札
を
行

っ
た
結
果
、

夷
隅
郡
大
原
町
大
原
１
０
、

１
４
２
番
地
の
１

有
限
会
社

桐
の
十
郎
兵
衛
家
具
店

が
、
最
低
価
格
で
落
札
し
ま
し
た
。

地
方
自
治
法
お
よ
び
議
会
の
議

決
に
付
す
べ
き
契
約
お
よ
び
財
産

の
取
得
ま
た
は
処
分
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
い
て
の
提
案
で
す
。

～～

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
議

会
議
員
合
同
研
修
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滝
口
久
夫
議
員

《
１
》
鴨
川
市
の
主
張
は
、
合

併
後
も
既
存
の
条
例
で
５
年
間
で
、

５
千
万
円
（
約
）
の
減
税
策
を
と

ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
鴨
川
市
行

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
は
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
切
り
捨
て
３
年
間
で
、

約
13
億
円
を
確
保
す
る
と
あ
る
が
、

健
全
化
プ
ラ
ン
、
合
併
の
趣
旨
に

反
す
る
も
の
で
な
い
の
か
。

固
定
資
産
税
の
標
準
税
率
が
１

０
０
分
の
１
・
４
、
鴨
川
市
が
期

限
が
無
期
限
で
税
率
１
０
０
分
の

１
・
０
、
当
町
が
期
限
３
年
で
税

率
１
０
０
分
の
０
・
７
、
合
併
後

も
減
税
を
延
長
し
、
業
者
に
便
宜

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

町
長

県
下
で
は
15
市
町
村
が
、

国
際
整
備
観
光
ホ
テ
ル
法
の
適
用

を
し
て
い
る
。
期
限
を
設
け
て
な

い
団
体
が
鴨
川
市
を
含
め
て
、
３

団
体
で
あ
る
。
時
間
を
か
け
て
、

同
じ
土
俵
に
移
行
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

《
２
》
こ
の
根
底
に
は
、
当
町

の
ホ
テ
ル
の
水
も
優
遇
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
負
の
遺
産

を
持
ち
込
ん
で
、
さ
ら
に
新
市
に

財
政
的
な
圧
迫
を
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
る
と
危
惧

す
る
も
の
で
あ
る
。

「
鴨
川
市
は
当
町
の
平
成
16
年

度
の
予
算
に
相
当
す
る
約
34

億
円
の
市
の
財
産
を
処
分
し

よ
う
と
す
る
城
西
国
際
大
学

は
、
入
国
管
理
局
よ
り
留
学

生
受
け
入
れ
不
適
格
校
と
認

定
さ
れ
、
治
安
の
悪
化
な
ど

も
懸
念
さ
れ
る
大
学
の
誘
致

は
最
重
要
課
題
と
し
て
、
新

市
で
議
論
し
決
定
す
べ
き
で

あ
る
」

《
１
》
鴨
川
市
は
、
太
海
多
目

的
公
益
地
、
10
ha
（
約
34
億
２
千

万
円
）
を
城
西
国
際
大
学
に
無
償

譲
渡
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
昨

年
の
秋
に
、
留
学
生
１
０
０
名
以

上
の
不
法
残
留
者
が
多
い
と
の
こ

と
で
、
東
京
入
国
管
理
局
よ
り
留

学
生
受
け
入
れ
不
適
格
校
と
認
定

さ
れ
、
改
善
策
が
出
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
で
、
文
部
科
学
省
な
ど
よ

り
指
導
を
受
け
た
が
、
社
会
的
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
不
法
残
留
の

学
生
に
よ
る
凶
悪
な
事
件
も
報
道

さ
れ
て
い
る
。

町
長

鴨
川
市
の
執
行
権
で
行

っ
て
い
る
こ
と
で
、
口
を
挟
め
な

い
問
題
が
あ
る
。

《
２
》
討
議
の
場
に
参
加
で
き

ず
借
金
だ
け
は
背
負
う
。
大
学
の

不
祥
事
の
穴
埋
め
と
し
て
、
市
民

の
貴
重
な
財
産
を
つ
ぎ
込
ん
で
、

具
体
的
な
計
画
も
定
ま
ら
な
い
中
、

新
市
に
な
る
直
前
に
急
い
で
議
決

す
る
感
が
あ
る
。
事
業
の
成
否
に

か
か
わ
ら
ず
将
来
に
遺
恨
を
残
さ

ぬ
よ
う
、
新
市
の
中
で
決
定
す
べ

き
で
あ
る
。

合
併
時
ま
で
に
、
調
整
す
る

地
方
税
の
国
際
観
光
ホ
テ
ル

整
備
法
に
基
づ
く
固
定
資
産

税
不
均
一
課
税
に
つ
い
て
伺

う

一
般
質
問
と
答
弁

16
年
第
３
回
臨
時
議
会
が
11
月
16
日
招
集
さ
れ
、
同
日
閉
会
さ
れ
ま
し

た
。
臨
時
議
会
で
は
、
専
決
処
分
の
承
認
、
財
産
区
関
係
条
例
、
一
般
会
計

な
ど
の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

財
産
区
管
理
会
を
議
会
制
に

移
行
す
る
条
例
を
可
決

県
知
事
提
出
議
案

天
津
・
浜
荻
・
清
澄
財
産
区

議
会
設
置
条
例
の
制
定

鴨
川
市
と
の
合
併
を
進
め
る
中

で
、
財
産
区
は
現
在
の
管
理
会
方

式
を
財
産
区
議
会
方
式
に
変
え
る

こ
と
に
よ
り
、
財
産
区
の
財
産
ま

た
は
公
の
施
設
に
関
し
市
町
村
の

議
会
の
議
決
す
べ
き
事
項
を
議
決

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も

自
主
的
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

16
年
10
月
13
日
に
県
知
事
に
変

更
申
請
を
行
い
、
10
月
25
日
付
け

で
、
知
事
か
ら
「
財
産
区
議
会
の

設
置
の
必
要
を
認
め
る
」
通
知
が

あ
っ
た
の
で
、
県
知
事
提
出
議
案

と
し
て
町
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

天
津
・
浜
荻
・
清
澄
財
産
区
管

理
会
条
例
の
廃
止

県
知
事
提
出
議
案
で
、
財
産
区

管
理
会
を
議
会
制
に
移
行
す
る
こ

と
に
伴
う
条
例
の
廃
止
で
す
。

町
政
施
行
50
周
年
記
念
式
典

並
び
に
閉
町
式
費
用
を
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

４
１
４
万
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
で
34
億
８
千
１
２
３
万
円

と
な
り
ま
す
。

町
政
施
行
50
周
年
記
念
式
典
並

び
に
町
を
閉
じ
る
閉
町
式
を
12
月

25
日
に
予
定
し
、
そ
の
執
行
費
用

と
、
財
産
区
が
管
理
会
方
式
か
ら

天
津
・
浜
荻
・
清
澄
財
産
区
議
会

に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

選
挙
を
条
例
の
施
行
日
で
あ
る
12

月
１
日
か
ら
50
日
以
内
に
、
議
員

の
選
挙
を
執
行
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
そ
の
費
用
の
追
加
で
す
。
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議案第５０号

千葉県知事提

出議案第１号

議案第５１号

議案第５２号

議案第５３号

議案第５４号

議案第５５号

議案等の番号 件　　　　　　名 議決結果

専決処分の承認を求めることについて（平成16年度天津小湊町一般会計補正予算

（第５号））

天津小湊町天津・浜荻・清澄財産区議会設置条例の制定について

天津小湊町天津・浜荻・清澄財産区基金の設置及び処分に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

天津・浜荻・清澄財産区管理会条例を廃止する条例の制定について

天津小湊町天津・浜荻・清澄財産区管理会委員の報酬及び費用弁償に関する条例

を廃止する条例の制定について

平成16年度天津小湊町一般会計補正予算（第６号）の議定について

平成16年度天津小湊町天津・浜荻・清澄財産区特別会計補正予算（第２号）の議

定について

承 認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

第３回臨時議会の審議結果一覧表（11/16）

報告第　４号

議案第５６号

議案第５７号

議案第５８号

議案第５９号

議案第６０号

議案第６１号

議案第６２号

議案第６３号

議案第６４号

議案第６５号

議案第６６号

議案第６７号

議案第６８号

議案第６９号

議案等の番号 件　　　　　　名 議決結果

監査報告について

天津小湊町議会の議員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の

制定について

天津小湊町半島振興対策実施地域における固定資産税の特例措置に関する条例の

一部を改正する条例の制定について

天津小湊町総合保養地域重点整備地区における固定資産税の特例措置に関する条

例の一部を改正する条例の制定について

天津小湊町過疎地域における固定資産税の特例措置に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について

天津小湊町教育施設整備基金条例の一部を改正する条例の制定について

山林委員会条例を廃止する条例の制定について

鴨川市・天津小湊町合併協議会の廃止について

君津市と天津小湊町との間の学齢児童の教育事務の委託の廃止について

大多喜町と天津小湊町との間の学齢児童生徒の教育事務の委託の廃止について

長狭地区衛生組合の解散について

長狭地区衛生組合の解散に伴う財産処分に関する協議について

鴨川市和田町環境衛生組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について

安房郡外房地区介護認定審査会を組織する地方公共団体の数の減少及び安房郡外房地

区介護認定審査会共同設置規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について

南房総広域水道企業団を組織する地方公共団体の数の減少及び南房総広域水道企

業団規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について

報　　告

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

１２月定例議会の審議結果一覧表（12/10 ～ 12/14）
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「
天
津
小
湊
の
心
は
永
遠
に
」

16
年
12
月
25
日
、
町
政
施
行
50

周
年
記
念
式
典
と
鴨
川
市
と
の
合

併
に
伴
う
閉
町
式
が
、
小
湊
小
学

校
体
育
館
を
会
場
に
多
く
の
来
賓

を
迎
え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多

年
に
わ
た
り
町
発
展
の
た
め
尽
力

さ
れ
た
自
治
・
消
防
・
教
育
な
ど

の
各
分
野
の
功
労
者
１
２
８
名
に

表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
を
さ
れ
た

方
々
、
長
い
間
の
功
績
に
対
し
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

続
い
て
、
新
た
な
天
津
小
湊
地
域

の
船
出
に
向
け
て
閉
町
式
が
行
わ

れ
、
片
桐
有
而
町
長
と
吉
田
勝
敏
議

長
の
手
に
よ
り
、
尊
意
と
尊
厳
を
も

っ
て
町
旗
が
降
納
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
、
京

和
会
の
日
本
舞
踏
「
50
周
年
を
舞

う
」
と
、
ひ
ま
わ
り
キ
ッ
ズ
＆
フ

ル
ー
ル
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
明
日
を
歓
迎
」
が
、
町
の

輝
く
未
来
を
テ
ー
マ
と
し
て
演
じ

ら
れ
、
新
鴨
川
市
へ
の
息
吹
が
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

結
び
に
、
今
回
を
も
っ
て
天
津

小
湊
町
議
会
だ
よ
り
は
終
了
い
た

し
ま
す
。
長
き
に
渡
り
ご
愛
読
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

副
委
員
長
　
西
川
和
広

本
町
の
定
例
議
会
は
、

今
回
の
12
月
定
例
議
会
を

も
ち
ま
し
て
、
幕
を
閉
じ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
の
長
い
間

の
ご
理
解
ご
協
力
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
市
の
初
議
会
は
、
場

所
を
鴨
川
市
役
所
に
移
し

ま
し
て
、
２
月
中
に
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、

新
鴨
川
市
と
な
り
ま
し
て

も
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

お
知
ら
せ

議案第７０号

議案第７１号

議案第７２号

議案第７３号

議案第７４号

議案第７５号

議案第７６号

議案第７７号

議案第７８号

議案第７９号

議案第８０号

議案第８１号

議案第８２号

陳情第　６号

陳情第　７号

陳情第　８号

陳情第　９号

発議第　３号

千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県市町村

総合事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について

千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県市町村

総合事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について

千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に伴う財産処分に

関する協議について

千葉県自治センターを組織する地方公共団体の数の減少に関する協議について

千葉県自治センターを組織する地方公共団体の数の減少に関する協議について

町道の路線廃止について

財産の取得について

財産の無償譲渡について

平成16年度天津小湊町一般会計補正予算（第７号）の議定について

平成16年度天津小湊町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）の議定について

平成16年度天津小湊町介護保険特別会計補正予算（第２号）の議定について

平成16年度天津小湊町清澄簡易水道事業特別会計補正予算(第１号)の議定について

平成16年度天津小湊町水道事業会計補正予算（第３号）の議定について

「食料・農業・農村基本計画」見直しに関する陳情書

「ＷＴＯ・ＦＴＡ交渉に関する」陳情書

日本郵政公社の経営形態維持に関する陳情書

妙の浦周辺観光施設等の整備維持管理委託契約書の継続、並びに鯛の保護に関す

る陳情書

日本郵政公社の経営形態維持に関する意見書

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

報 告

報 告

報 告

報 告

原案可決

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成多数

議案等の番号 件　　　　　　名 議決結果
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募　集
と

おしらせ

いろん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 
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鳥類を飼っている皆さんへ
～高病原性鳥インフルエンザ～
この病気は、鶏、あひる、七面鳥、うずらなどを殺す伝

染力の強い伝染病です。この病気にかかると鳥は元気がな

くなり、咳やくしゃみ、下痢をします。トサカなどが腫れ

ることもあります。２～３日のうちに多くの鳥が死亡する

こともあり、このような時には症状がはっきりしないこと

もあります。

海外での発生では、病気になった鳥に近距離で接触した

場合などにヒトに感染した事例が報告されています。

しかし、現在のところただちにこの病気がヒトに広がる

心配があるわけではありません。

鳥を野に放す（捨てる）ことは絶対にしないでください。

日ごろの鳥類の管理には、次のことを心がけてください。

・鳥小屋に野鳥が近づかない工夫をしましょう。

・鳥小屋を清潔に保ちましょう。

・掃除をする時は、マスク・ゴム手袋を着用しましょう。

・鳥に触った後は、うがいや手洗いをしましょう。

鳥に異常を発見した場合は、動物病院や南部家畜保健衛

生所（�９２－２３０４）へ連絡してください。また、町

では鶏・あひる・七面鳥・うずらを飼っている皆さんの把

握を行っていますので、現在飼っている人、これから飼お

うとしている人は町産業建設課�（９４）０５１１【→合

併後：鴨川市農林水産課�（７０９３）７８３４】まで連

絡してください。

「高病原性鳥インフルエンザ」に関する詳しい情報は、県

ホームページ（http://www.pref.chiba.jp/）にも掲載さ

れていますのでご覧ください

平成１７年度東京都板橋区立天津養護学校

非常勤看護士の募集
●勤務形態・時間／月１７日以内（土・日勤務有）

１日７時間（午前７時１５分～午後９時４５分の間）・

８月は休み

●賃金／１日１０，５００円（予定）・交通費別途支給

（上限有）、社保有

●対象／５５歳ぐらいまでの人で、看護師または准看護

師免許を有する者

●募集人員／１人

●募集期間／３月１５日（火）まで

●申込み・問合せ／履歴書と看護師または准看護師免許

の写しを添えて、直接または郵送で、東京都板橋区立天

津養護学校まで。

〒２９９－５５０３　天津１９９０

�（９４）０３７１

地震にそなえて、わが家の耐震を！
新潟県中越地震では、住まいに大きな被害が生じました。

地震の被害から、家族の命や財産を守るためには、住ま

いの耐震化が大切です。

もう一度、わが家の耐震性を確認してみましょう。

特に、現在の耐震基準ができた昭和５６年より以前に建築

された人は、住まいの耐震診断や改修について検討される

ことをおすすめします。

●耐震化についての相談先は

○（社）千葉県建築士会

�０４３（２０２）２１００

○（社）千葉県建築士事務所協会

�０４３（２２４）１６４０

自分で簡単な耐震診断をしてみたい人は、（財）日本建

築防災協会のホームページからダウンロードして、「誰に

でもできるわが家の耐震診断」パンフレットを開くことが

できます。

http://www.kenchiku-bosai.or.jp/wagayare/

wagayare.htm

「スーパー鴨川市誕生記念」
鴨川市民、天津小湊町民による新市発見わがまちウォーク！！
合併した“わがまち”をみんなで見て歩こう！参加費

無料、雨天決行、参加記念品あり。

●日時／２月１１日（金）

●コース／小湊駅・天津駅・江見駅・太海駅スタートの

４コースがあります。

※「できたぞ！ぼくらのコムグラフ」の展示もあります

（２月１１日～１３日／鴨川市民ギャラリー）

●問合せ・申込／�０８０（３４６４）８９８０（担当：中澤）

またはホームページ http://sino.jp/2-11walk/
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ねんきん“ななちゃん”

「職場を支えるあの人の　最低賃金だいじょうぶ？」
千葉県最低賃金・産業別最低賃金改正決定
●千葉県最低賃金／６７８円（引上げ額１円）

●産業別最低賃金・・・７業種全て１円～２円引き上げ（詳細

はお問合せください）

●問合せ／千葉労働局労働基準部賃金室

�０４３（２２１）２３２８

初
茜
海
に
育
ち
し
事
を
謝
す
　
　
　
　

中
村
　
富
美

湯
豆
腐
を
好
む
眼
鏡
を
外
し
け
り
　
　

吉
野
　
照
子

拾
ひ
た
る
椿
の
花
の
濡
れ
ゐ
た
り
　
　

斉
藤
い
し
子

初
冨
士
を
こ
こ
ろ
に
明
日
を
信
じ
け
り

渡
辺
　
澄
子

凧
揚
の
親
子
三
代
健
や
か
に

小
谷
　
敏
子

冬
ざ
れ
の
浜
に
流
木
重
な
れ
り

金
井
　
喜
一

年
の
瀬
の
忙せ
わ

し
さ
せ
ま
る
一
日
か
な

松
本
　
敏
子

並
び
た
る
年
越
そ
ば
の
味
深
し
　
　
　

斉
藤
　
房
子

ゆ
っ
く
り
と
鴨
泳
ぎ
ゐ
る
二
タ
間
川

斉
藤
　
　
博

野
良
仕
事
急
ぐ
足
元
日
の
短
か
　
　
　

屋
代
　
和
江

暮
れ
早
き
手
抜
き
掃
除
を
締
め
繰く
く

る

久
野
八
重
子

除
夜
の
鐘
余
韻
と
共
に
遠
ざ
か
る

中
野
　
ミ
ヨ

船ふ
な

道
具
洗
い
お
さ
め
て
年
迫
る

北
浦
　
テ
ル

行
く
年
や
無
事
に
暮
れ
た
き
老
の
坂

西
川
ま
さ
子

せ
っ
か
ち
な
音
連
れ
立
ち
て
年
歩
む

石
井
き
よ
子

男
手
の
欲
し
き
独
り
の
年と
し

用
意

松
村
し
づ
か

追
ふ
夢
も
待
つ
夢
も
あ
り
年
移
る

根
本
美
智
子

雲
流
る
一
日
ひ
と
ひ

の
早
き
年
の
暮

北
浦
　
春
子

極
月
こ
く
げ
つ

の
空
へ
槌
音
つ
ち
お
と

風
の
声今

井
　
峰
月

な
づ
な
粥が
ゆ
老
ひ
は
し
ず
か
に
く
る
も
の
か

長
谷
川
安
夫
　

短
日
や
爪
先
立
ち
に
橋
渡
る

西
宮
　
き
み

木
枯
し
の
雨
を
伴
ふ
夜
更
け
か
な

西
宮
　
鉄
雄

汐
騒
に
つ
つ
ま
れ
冬
も
枸
杞
く

こ

萌
ゆ
る

白
鳥
　
謹
司

冬
の
海
か
が
や
き
小
舟
出
で
ゆ
け
り

西
宮
　
米
造

海
の
紺
空
と
溶
け
合
ふ
寒
椿

野
村
　
照
雄

祝そ

ぎ
事
の
予
定
記
せ
し
新
暦

野
村
　
　
子

し
ん
し
ん
と
空
あ
り
に
け
り
龍
の
玉

冨
川
仁
一
郎

寒
鴉
か
ん
が
ら
す染
ま
る
東
雲
し
の
の
め

愛
で
つ
舞
ふ

四
宮
　
哲
也

玉
ね
ぎ
苗
植
え
き
し
夜
の
時
雨
し
ぐ
れ

か
な

冨
沢
　
秀
男

海
山
に
抱
か
れ
過
ご
し
老
の
春
　
　
　

三
浦
　
秋
子

国 
民 
年 
金 
だ 
よ 
り 

年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
、

こ
ん
な
と
き
は
届
出
を
！

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
を

受
け
て
い
る
人
が
次
の
よ
う
な
場

合
に
該
当
し
た
と
き
は
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
届
出
を
忘

れ
た
り
遅
れ
た
り
す
る
と
、
年
金

の
支
払
月
に
な
っ
て
も
年
金
が
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
年
金
を
受

け
す
ぎ
て
し
ま
い
、
年
金
を
返
し

て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
届
出
を

◆
年
金
を
引
き
続
き
受
け
よ
う
と

す
る
と
き
（「
現
況
届
」
を
毎
年
の

誕
生
月
に
提
出
し
ま
す
）

◆
住
所
や
氏
名
を
変
え
た
と
き

◆
年
金
を
受
け
取
る
金
融
機
関
や

郵
便
局
を
変
え
る
時

◆
年
金
を
受
け
と
る
た
め
の
通
知

書
や
年
金
証
書
を
、
失
く
し
た
り
、

汚
し
た
り
、
き
損
し
た
と
き

◆
年
金
を
受
け
る
権
利
が
無
く
な

っ
た
と
き
（
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
者
自
身
が
婚
姻
を
し
た
と
き
な

ど
）

◆
年
金
を
受
け
て
い
た
人
が
死
亡

し
た
と
き

◆
２
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
る
権

利
を
得
た
と
き

◆
子
の
加
算
額
の
つ
い
て
い
る
年

金
を
受
け
て
い
る
人
で
、
そ
の
子

に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
（
他
の
人

の
養
子
に
な
っ
た
と
き
、
生
計
を

異
に
し
た
と
き
な
ど
）

◆
年
金
の
支
給
が
停
止
さ
れ
る
と

き
や
、
停
止
さ
れ
る
事
由
が
な
く

な
っ
た
と
き
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（最終回）

サク、サク、サク・・・
何かをきざむ音が海のほうから聞こえます。
二タ間海岸へ向かうと、海岸脇には干された「はばの
り」がびっしり。
冬の冷たい海水に腰まで浸かって採った大事なはばの
りを、漁師さんが細かく刻む音です。
サク、サク、サク。
天津小湊の冬は、暖かな日ざしを受けて、ゆるやかな
音とともに流れていきます。
ゆっくり、ゆっくり、流れていきます。

広報あまつこみなと最終号
今号をもちまして、町広報誌「広報あまつこみなと」は最終号を迎えました。
来月からは新たに鴨川市広報紙として皆さんのお手元に届きます。

新しい広報紙は・・・

【名称】広報かもがわ

【発行日】毎月５日・１５日・２５日

（毎月３回）

【配布対象】各世帯

【配布方法】新聞折込

となります。

新聞折込となりますことか
ら、新聞を購読されていない皆
さんは、市内の出張所などで受
け取ることになります。

昭和３８年１１月、第１号が創刊されて
から約４０年。私が広報を担当して約３年
たちました。先代に代わりまして、長年の
ご愛読に心から感謝申し上げます。ありが
とうございました。

広報かもがわの
２月15日号は、
新市の「創刊号」
として２月11
日（金）に発行
します。
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